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代替保育士・給食調理補助員の登録
　公立保育所の職員の休暇等による欠員が生じ

た場合に勤務する代替保育士、公立保育所で勤

務する給食調理補助員の登録者を募集します。

代替保育士
応募資格　保育士資格を有する人

提出書類　所定の申込書、履歴書、保育

　士証の写し

給食調理補助員
応募資格　調理業務に対して熱意のある人

提出書類　所定の申込書、履歴書

※受付は随時しています。

申し込み・問い合わせ

　社会福祉課子ども福祉係　☎２２-７７４２

　

お
知
ら
せ
N
E
W

竹
原
市
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
へ
の
意
見
を
募
集

　

市
で
は
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
推
進
す
る
た
め
、
計
画
の

策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

の
計
画
に
つ
い
て
、
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

公
表
資
料

　

竹
原
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
（
素
案
）

公
表
・
意
見
募
集
期
間

　

１
月
16
日
㈪
～
２
月
15
日
㈬

閲
覧
場
所

　

財
政
課
、
支
所
・
出
張
所
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
８
時
30
分

～
17
時
15
分
）
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
を
提
出
で
き
る
人

　

市
内
に
在
住
、
勤
務
、
在
学
し

て
い
る
人

提
出
方
法

　

所
定
の
用
紙
（
閲
覧
場
所
に
備

え
付
け
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
に
よ
り
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
、
郵

送
（
※
当
日
消
印
有
効
）
ま
た
は

直
接
、
財
政
課
監
理
係
へ
提
出
し

　12 月６日～ 20 日までの 15 日間、市議会定例

会が開催され、議案 18 件が可決されました。主

な議案は次のとおりです。

◆竹原市税条例等の一部を改正する条例案

　地方税法等の一部が改正され、減額更正後に増額

更正が行われた場合には、その間は延滞金を課さな

いこととするとともに、外国との間の二重課税を排

除するため、個人の市民税に係る課税の特例措置を

講じることに伴い、必要な規定を整備するものです。

◆平成 28 年度一般会計補正予算（第３号）

　人件費の減額を行う一方で、臨時福祉給付金給

付事業、住宅施設整備事業、伝統的建造物群保存

事業等、新たに実施する必要が生じた事業に係る

予算を計上するなど、９，１２７万７千円を増額

するものです。

平成 28 年  第４回
竹原市議会定例会

農
業
委
員

・
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
を
募
集

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

の
改
正
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
農

業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

◆
農
業
委
員

人
数　

５
人

任
期　

平
成
29
年
７
月
15
日
か
ら

　
　
　

平
成
32
年
７
月
14
日
ま
で

報
酬　

月
額
２
６
，
６
０
０
円

お
も
な
活
動
内
容

○
毎
月
の
総
会
で
、
農
地
の
権
利

　

移
動
や
転
用
の
許
可
等
の
審
議

○
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
に
係

　

る
指
針
の
策
定

○
農
業
者
か
ら
の
相
談
対
応
等

◆
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

人
数　

14
人
（
農
業
委
員
会
の
定

　

め
る
各
区
域
に
２
～
３
人
）

任
期　

平
成
29
年
７
月
15
日
か
ら

　
　
　

平
成
32
年
７
月
14
日
ま
で

報
酬　

月
額
２
６
，
６
０
０
円

お
も
な
活
動
内
容

○
各
区
域
で
、
農
地
の
権
利
移
動

　

や
転
用
の
許
可
等
の
現
地
調
査

○
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
に
係

　

る
現
地
調
査

○
農
業
者
か
ら
の
相
談
対
応
等

申
込
み
方
法

　

所
定
の
申
込
書
（
産
業
振
興
課
、

支
所
・
出
張
所
に
備
え
付
け
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
産
業
振
興

課
ま
た
は
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
。

受
付
期
間

　

１
月
６
日
㈮
～
２
月
３
日
㈮

問
い
合
わ
せ

　

産
業
振
興
課

　

☎
22-

７
７
４
５

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
22-

７
７
６
２

て
く
だ
さ
い
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用
フ
ォ
ー

　

ム
か
ら
も
提
出
で
き
ま
す
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　

財
政
課
監
理
係

　

☎
22-

７
７
３
１

　

FAX
　

22-

８
５
７
９

　

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

zaisei@city.takehara.lg.jp
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国保だより
問い合わせ

市民課医療年金係　☎２２-７７３４　

疾患名 竹原市 広島県

心疾患 28.6％ 28.4％

脳血管疾患 12.3％ 15.2％

出典：国保データベースシステム

　　　帳票番号ｐ 21-001

　　　平成 27 年累計【平成 28 年 11 月 25 日】

○高額療養費該当の人はご注意ください！

　国民健康保険高額療養費の申請には

対象医療費の領収書（支払いの確認が

できるもの）が必要です。また、確定

申告（医療費控除）する場合にも領収

書の添付が必要ですので、両方の手続

きをされる場合には、高額療養費の申

請を行ってから、確定申告を行ってく

ださい。

○特定健診を受診して、検査値

　のチェックを！

　検査値の異常を早期に発見す

るのが、特定健診です。受診に

は、10 月にお届けしている「特

定健診受診券（ピンク色）」と「保

険証」が必要です。実施期間は、

平成 29 年１月末までですので、

早めに受診をしてください。

▼国民健康保険被保険者の

　心疾患・脳血管疾患の死因に占める割合

【生活習慣と生活習慣病の関係】

【好ましくない　

　　　生活習慣】

・食べすぎ

・運動不足

・喫煙　など

【検査値の異常】

・高血糖

・脂質異常

・高血圧　など

【重篤な病気の発症】

・狭心症

・心筋梗塞

・脳出血

・脳梗塞　など

続けると… 放置すると…

○
今
年
は
ど
ん
な
１
年
に
し
ま
す
か
？

　

自
分
の
健
康
に
関
心
を
持
ち
、

　

健
や
か
な
１
年
に
し
ま
し
ょ
う
！

●
自
分
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
み

　

ま
せ
ん
か
？

　

好
ま
し
く
な
い
生
活
習
慣
を
続
け

て
い
る
と
、
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
、

重
篤
な
病
気
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に

繋
が
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
の
改
善
や
適
切
な
治
療

を
す
る
こ
と
で
、
糖
尿
病
、
高
血

圧
、
脂
質
異
常
な
ど
の
生
活
習
慣
病

の
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
そ

れ
に
よ
り
心
疾
患
（
狭
心
症
や
心
筋

梗
塞
）
、
脳
血
管
疾
患
（
脳
出
血
や

脳
梗
塞
）
の
発
症
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
な
ぜ
、
心
疾
患
や
脳
血
管
疾
患
の
発

　

症
予
防
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

平
成
27
年
の
人
口
動
態
統
計
（
厚

生
労
働
省
）
に
よ
る
と
、
生
活
習

慣
の
影
響
が
大
き
い
心
疾
患
は
15
・

２
％
、
脳
血
管
疾
患
は
８
・
７
％
と

な
っ
て
お
り
、
65
歳
以
上
の
被
保
険

者
が
多
い
国
民
健
康
保
険
で
は
、
表

の
よ
う
に
割
合
は
さ
ら
に
高
く
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
竹
原
市
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
人
の
う
ち
、
34
・
０
％
の
人
が

脳
血
管
疾
患
の
治
療
を
受
け
て
お

り
、
要
介
護
認
定
が
必
要
に
な
っ
た

要
因
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

重
篤
な
心
疾
患
や
脳
血
管
疾
患
を

発
症
さ
せ
な
い
こ
と
が
、
健
や
か
に
生

活
し
て
い
く
た
め
に
重
要
な
の
で
す
。

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

最
近
、
色
々
な
色
の
リ
ボ
ン
マ
ー
ク
を
見

か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

エ
イ
ズ
患
者
へ
の
理
解
と
支
援
を
す
る
た

め
の
「
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
」
や
乳
が
ん
の
検

診
・
早
期
発
見
を
目
指
す
「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
」

な
ど
が
有
名
で
す
が
、
「
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
」

は
何
の
マ
ー
ク
か
ご
存
知
で
す
か
？

　

「
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
」
は
「
女
性
に
対
す

る
暴
力
根
絶
運
動
」
（
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
運

動
）
の
シ
ン
ボ
ル
で
、
み
な
さ
ん
に
理
解
・

協
力
し
て
も
ら
い
、
暴
力
を
許
さ
な
い
社
会

を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
は
配
偶
者
や
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
性
犯
罪
・
ス
ト
ー
カ
ー

行
為
等
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
身
近
な
人
が
気
付

い
た
り
、
相
談
相
手
に
な
る
こ
と
が
防
止
や

解
決
に
重
要
で
す
。

　

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
運
動
は
い
つ
で
も
誰
で

も
で
き
る
運
動
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
「
暴

力
は
許
さ
な
い
」
と
い
う
意
識
と
正
し
い
認

識
を
持
ち
行
動
す
る
こ
と
が
、
暴
力
を
減
ら

す
こ
と
に
繋
が
る
と
考
え
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
た
け
は
ら
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
講
座
で
は
色
々
な
講
座
を
設
け
、
誰
も

が
夢
と
希
望
を
持
て
る
社
会
の
実
現
に
向
け
学

習
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
学
習
し
、

正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　

人
権
推
進
室　

☎
22-

７
７
３
６



広報たけはら　2017.1.5　 8

　

民
健
康
保
険
税(

料)

の
領

　

収
書
な
ど

⑨
障
害
者
控
除
を
受
け
る
人
は

　

障
害
者
手
帳
な
ど

※
申
告
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
以

　

外
に
、
控
除
対
象
配
偶
者
や

　

扶
養
親
族
、
事
業
専
従
者
な

　

ど
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い

　

て
も
記
載
が
必
要
で
す
。（
申

　

告
者
以
外
の
本
人
確
認
書
類

　

は
不
要
で
す
。
）

※
国
外
に
居
住
す
る
親
族
等
に

　

つ
い
て
扶
養
控
除
等
の
適
用

　

を
受
け
る
場
合
に
は
、
親
族

　

関
係
書
類
及
び
送
金
関
係
書

　

類
の
添
付
ま
た
は
提
示
が
必

　

要
で
す
。

営
業
、
農
業
、
不
動
産
な
ど

の
所
得
が
あ
る
人

　

収
支
関
係
を
記
載
し
た
「
収

支
内
訳
書
」
を
申
告
書
に
添
付

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
昨
年

１
年
間
の
収
入
と
支
出
を
経
費

区
分
ご
と
に
分
け
て
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

医
療
費
控
除
を
受
け
る
人

　

昨
年
１
年
間
に
多
額
の
医
療

費
を
支
払
っ
た
人
は
、
医
療
費

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

領
収
書
を
、
医
療
を
受
け
た

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入

に
よ
り
、
平
成
29
年
度
市
・
県

民
税
申
告
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
記
載
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

必
要
な
書
類
を
事
前
に
作
成

し
て
お
く
と
、
申
告
に
か
か
る

時
間
が
短
縮
さ
れ
ま
す
。
用
紙

は
税
務
課
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

受
付
期
間

　

２
月
16
日
㈭
～
３
月
15
日
㈬

申
告
に
必
要
な
も
の

①
印
か
ん

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド(

個
人

　

番
号
カ
ー
ド)

ま
た
は
通
知

　

カ
ー
ド
（
通
知
カ
ー
ド
の
場
合

　

は
運
転
免
許
証
等
の
身
分
証
明

　

証
が
併
せ
て
必
要
で
す
。
）

③
給
与
、
公
的
年
金
な
ど
の
源

　

泉
徴
収
票

④
営
業
、
農
業
、
不
動
産
な
ど

　

の
所
得
が
あ
る
人
は
収
支
内

　

訳
書

⑤
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料

　

の
控
除
証
明
書

⑥
国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
証

　

明
書
ま
た
は
領
収
書

⑦
配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
る

　

人
は
配
偶
者
の
所
得
を
明
ら

　

か
に
で
き
る
も
の

⑧
年
の
途
中
に
転
入
し
た
人

　

は
、
前
住
地
で
支
払
っ
た
国

税の申告準備はお早めに！
書類をそろえてスムーズな申告を！！

問い合わせ　税務課市民税係

　　　　　　☎２２-７７３２　

人
と
病
院
・
薬
局
ご
と
に
ま
と

め
、
「
医
療
費
の
明
細
書
」
に
記

入
し
て
申
告
書
に
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
保
険
な
ど
に

よ
り
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
を
確

認
で
き
る
も
の
も
必
要
で
す
。

申
告
し
な
く
て
も
よ
い
人

①
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申

　

告
を
す
る
人

②
給
与
所
得
の
み
で
そ
の
給
与

　

支
払
報
告
書
が
市
役
所
に
提

　

出
さ
れ
て
い
る
人
（
※
）

③
公
的
年
金
所
得
の
み
の
人
（
※
）

　

（
遺
族
・
障
害
年
金
を
除
く
。
）

④
他
の
所
得
者
の
扶
養
親
族
等

　

と
し
て
申
告
済
み
の
人
（
※
）

※
②
・
③
に
該
当
す
る
人
で
、

　

各
種
控
除
を
受
け
る
場
合
は

　

申
告
が
必
要
で
す
。

※
④
に
該
当
す
る
人
で
、
そ
の

　

人
自
身
の
所
得(

課
税)

証

　

明
書
が
必
要
な
場
合
は
申
告

　

が
必
要
で
す
。

平成 29 年度の市・県民税申告書の提出の際には、

マイナンバー（12 桁）の記載 本人確認書類の提示または写しの添付

　申告書にはマイナンバー（個人番号）を記

載する欄を設けており、申告者本人や控除対

象配偶者、扶養親族及び事業専従者などのマ

イナンバーの記載が必要です。

　マイナンバーを記載した申告書を提出する

際には、申告者本人の本人確認書類の提示ま

たは写しの添付が必要です。

※控除対象配偶者、扶養親族及び事業専従者

　などの本人確認書類は不要です。

が必要になります。　

【本人確認書類の例】

例１：マイナンバーカード（個人番号カード）

例２：通知カード +運転免許証、公的医療保険の被保険

　　　　　　　　　者証、パスポート、身体障害者手帳、

　　　　　　　　　在留カード　など

マイナンバーキャラクター

マイナちゃん
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平成 29 年度償却資産の申告を！

事業別の主な償却資産の例

業種 主な例

①共通 パソコン、コピー機、応接セット、看板、舗装路面、駐車場設備など

②料理飲食業 厨房設備、冷凍冷蔵庫、カラオケセットなど

③理容・美容業 理容・美容機器、サインポールなど

④小売業 冷蔵ストッカー、陳列ケース、レジスター、エアコンなど

⑤建設業 パワーショベル、ブルドーザー、掘削機など

⑥不動産貸付業 門扉、塀、緑化施設、屋外照明設備など

⑦工場 受変電設備、旋盤、プレス機、洗浄給排水設備など

⑧太陽光発電施設 太陽光パネル、架台、接続ユニットなど

還付申告はお早めに！
　所得税及び復興特別所得税の還付を受けるための申

告書は、１月から提出することができます。

　申告書等は、e-Tax または郵送などで早めの提出を

お願いします。

●申告書等の作成は、

　便利な「確定申告書等作成コーナー」で！

　確定申告書等作成コーナーでは、画面の案内に従っ

て金額等を入力すれば、税額などが自動計算され、所

得税及び復興特別所得税、消費税及び地方消費税、贈

与税の申告書や青色申告決算書などを作成できます。

　また、作成したデータは、「ｅ -Ｔａｘ（電子申告）」

を利用して提出できます。

　社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の導入

に伴い、申告手続などにはマイナンバーの記載及び本

人確認書類の提示または写しの提出が必要ですが、マ

イナンバーカード（個人番号カード）をお持ちの人で、

ご自宅等からｅ -Ｔａｘで送信すれば、本人確認書類

の提示または写しの提出は不要です。

※印刷して税務署へ郵送等で提出することもできます。

　ぜひ、ご利用ください。

問い合わせ

　竹原税務署　☎２２-０４８５

検  索詳しくは　　国税庁　　で

　償却資産とは、事業をしている個人・法人が、そ

の事業のために用いることができる土地・家屋以外

の資産のことで、固定資産税の課税対象になります。

　平成 29 年１月１日現在で償却資産を所有してい

る人は、その資産の所有状況を申告してください。

　また、昨年申告のあった人には申告用紙または

申告のお知らせのはがきを郵送していますが、新

たに申告する人や、資産を所有している人で、申

告用紙等が届いていない人はご連絡ください。

　なお、申告した償却資産の課税標準額の合計が

150 万円に満たないときは、課税されません。

電子申告　通常の紙媒体による申告のほか、電子

　申告「ｅＬＴＡＸ：エルタックス」も利用できます。

申告・問い合わせ　１月 31 日（火）までに税務

　課資産税係へ。☎２２-７７３２

H P   h t t p : / / w w w . c i t y .
takehara. lg. jp/sangyou/
kankou/kankou/jyutaku_
info.html

　市は、田舎暮らし希望者の増加を見

込んだ、移住・定住対策の一環として「空

き家バンク制度」を推進しています。

　この制度は、登録の申し込みのあっ

た空き家情報を市のホームページなど

で紹介して、空き家を購入したい人や

借りたい人に情報を提供する制度で

す。市内の空き家を有効活用して、定

住促進による地域活性化を目指してい

ます。

　賃貸借や売買が可能な空き家をお持

ちの人や、市内への定住を希望する人

の空き家バンクへの登録をお待ちして

います。

申し込み・問い合わせ

　産業振興課調整係

　☎２２-７７４５
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竹原市交通安全標語決定！！
　交通ルールの遵守と正しい交通マナーの

実践、交通事故防止の徹底を図るため、「交

通安全標語」の募集を呼び掛けたところ、

843 点の応募がありました。受賞作品は次

の３点です。

【竹原市長賞】　　　　

『はんしゃばん　小さな光が　命を守る』

　永福　旋さん（忠海小学校３年）

【竹原警察署長賞】

『よく見てね　高く上げてる　子どもの手』

　吉田　実樹さん（大乗小学校４年）

【竹原地区交通安全協会長賞】

『気をつけよう！

　アクセルとブレーキの　ふみまちがい』

　佐藤　望加さん（竹原西小学校６年）

　竹原市長賞の作品は、国道１８５号の高

崎町交通安全懸垂塔に年間を通じて掲示し

ます。たくさんのご応募ありがとうござい

ました。

問い合わせ

　まちづくり推進課生活環境係

　☎２２-２２７９
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食生活で取組める

省エネ対策メニュー

買い物

①地場の食材や旬の食材を選ぶ。

②エコバッグを持参する。

③食べる量だけ購入する。

保存（冷蔵庫）
①冬は冷蔵庫の設定温度を「中」にする。

②物を詰め込みすぎない。

保温・食事

①保温・加熱時間の短縮のため、

　家族みんなで食事する。

②夜中など長時間使用しないときは

　ポットのプラグを抜き、必要なとき

　に湯を沸かす。

③残ったご飯は炊飯器で保温せず、

　レンジで温める。（保温目安は４時間）

片付け・ごみ

①食器洗い乾燥機を使用するときはまとめて使用

　する。

②生ごみは水をしっかり切る。

③ごみの分別を徹底する。

高齢運転者による事故多発！　
　現在、全国的に高齢運転者による死亡事故が相

次いで発生しています。

　高齢運転者は次のことに注意して運転しましょう。

●無理な姿勢で運転操作をしない。

　（アクセルとブレーキの踏み間違い等の誤操作

　につながります。）

●助手席に荷物を置かない。

　（脇見等の前方不注意につながります。）

●体調が優れない場合は、運転を控える。

●「車両を停止させて安全確認」を習慣化する。

●全席シートベルトを着用する。

●加齢による身体機能の変化を自覚し、慎重に行

　動する。

●高齢者運転者標識を車体の前と後ろに付けて運

　転する。

　車の運転に不安を感じられる場合には、運転免

許証を返納する制度もあります。自主返納を検討

中の人は警察署にご相談ください。

問い合わせ

　竹原警察署

　☎２２-０１１０

　まちづくり推進課生活環境係

　☎２２-２２７９


